


 ワークシート１「わたしの何を知りたいの」（２・３ページ） 

 

（１）はじめに 

  〇今日の懇談会のねらいの確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）懇談 

活動１ 昔の社用紙から考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊一人ひとりが〇をつけた理由などを発表できたらいいと思います。 

 

活動２ 今の履歴書から考える 

 

 

 

 

今日は、参加者のみなさんと共に、「社会の中の人権のものさしが変化してきているこ

と」を履歴書を参考にして考えていきます。 

今日の懇談会は、「昔は当たり前だったことが、人権のものさしに当てはめると今はど

うなのか」、「一人ひとりの人権を守る取り組みがアップデートされてきている」、「わ

たしの意識や感覚はそれに追いついているのか」をみなさんと一緒に話し合っていきま

す。どうぞよろしくお願いします。 

 

それでは、プリント【資料１（1960年代の社用紙を参考に作成）】を配ります。時間

をとりますので、この会社に入社したいという気持ちで記入してみましょう。 

① これはちょっと書きにくい、書くのをためらう、質問の意図がわからないなどの項目

はありませんでしたか。（一人ひとり出してもらいましょう） 

② プリント【資料２（面接で必要な質問は？・不必要な質問は？】を配ります。この中

で企業が採用の面接の際に、あなた自身が必要な質問と必要ではない質問だと思うも

のに分け、その理由を話し合ってみましょう。 

次に、プリント【資料３（現在使用されている履歴書）】を配ります。また、時間をと

りますので、それぞれの項目に記入してください。 

① 先ほど書いた社用紙と比べてみましょう。なくなった項目は何でしょうか？ 

② その項目は、なぜなくなったのか？その理由を話し合いましょう。 

 



活動 ３ 自分の体験を話し合う 

 

 

 

 

 

 

＊協力者や推進者が、「こう感じています」とか「こんなことがありました」など、最初 

に発言していただくといいと思います。 

＊言いたくないことは無理に言わなくてもいいということを事前に伝えておきましょう。 

＊一言ずつでも感想を言ってもらえたら、また、そこから話が広がればいいと思います。 

 

活動 ４ 資料を読んで考える 

 

 

 

 

＊差別は許さない社会になってきて履歴書の項目や内容は変わってきました。しかし、社会

のシステムが変わっても人々の人権意識が変わらなければ差別はなくなりません。だから、

町内学習懇談会など、自分の人権感覚をアップデートする機会をとらえて学び続けていく

ことが大切だということを押さえておきたいです。 

 

活動４ ふりかえり（感想の記入） 

＊時間があれば、２つ、３つ参加者から発表してもらえればと思います。 

 

 

 

 

 

 

さて、履歴書を例に考えてきましたが、これ以外にも、こうした例と同じように、昔

は当たり前だったことが、人権感覚がアップデートされてきたことにより変わったと感

じていること、実際に自分が経験したことを話し合いましょう。 

① みなさんの中で、当たり前だったことが変わってきていると感じていること、経験し

たことを紹介してください。 

プリントを配りますので見てください。ここに書かれているのは、今年の７月の第一

講座で地域の青年が話されたことの一部を抜粋したものです。 

＊読んでいただいて、感じたことを話し合いましょう 

 













 

【資料４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、みなさんにとって部落差別って身近でしょうか？ 

昨年こんなことがありました。わたしと同じ地域に住んでいる高校生が、自分

の差別体験について話してくれたのです。 

その高校生はアルバイトの面接で、「あなたは○○町のどの辺に住んでるの？」

と聞かれた際に、自分の住んでる町名を詳しく答えました。すると面接官は「あ

～、△△か･･･」と返したそうです。面接の結果、アルバイトは不採用でした。 

その高校生は、面接官に「あ～、△△か」と返されたことが、ずっとモヤモヤし

て残っていたので、「なぜ自分が不採用だったのか」を確認するために、買い物つ

いでにそのお店に行きました。 

その時、一緒にアルバイトの面接を受けた友だちが、そこで働いていたので、面

接のときの話をすると、その高校生が不採用になったのは、「△△に住んでいると

いうことがわかったかららしい」と、教えてくれたそうです。 

モヤモヤした気持ちはさらに膨れ上がったので、事実を確認するため直接面接

担当者を呼んでもらい、なぜ落ちたのかをはっきり聞いたところ、その面接をし

た担当者は、「△△って怖いとこやし、そこに住んでる人はちょっと･･･」と言われ

たそうです。その高校生はそこで即座に「それは差別やで。大の大人がそんなこと

してもいいんか」とその担当者に言ったということがあったのです。 

 

＊感じたこと、考えたことを書きましょう 



ワークシート２「ひとりで行きたい場所がある」（４・５ページ） 

 

（１）はじめに 

 ・今日の懇談会のねらいの確認 

 

 

 

 

 

 

（２）懇談 

・活動Ⅰ ４コマ漫画から考える ① 

 

 

 

 

 

 

 

 ・活動２ ４コマ漫画から考える ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は、参加者のみなさんと共に「一人ひとりが安心・安全に生活できる地域にするた

めに」を『めざめ』のワークシートを使って考えていきます。 

今日の懇談会は、「身の回りの差別を見抜き、差別をなくすために必要なこと、自分に

できること」をみなさんと一緒に話し合っていきます。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、プリント（資料１）を配ります。約３０年前の４コマ漫画をみてください。 

① 思ったこと、感じたことを一言ずつお願いします。 

② ３コマ目で車いすを使用する主人公が気にしていることはどんなことでしょう。思い

つくものをあげてみましょう。 

③ ４コマ目に「わがままなんかなあ」という言葉があります。もし、あなたがこの言葉

を聞いたら、その人にどう返すでしょうか？少し考えて、話し合いましょう 

③  

もう一つの資料を配ります。２０２６年の４コマ漫画を見てください。 

① 車いすを使用する主人公が一人で海に行けるようになった背景として、３０年前に比

べて変わったと思うことを考えて、話し合いましょう 

② 資料を読んで思ったこと、感じたことを話し合いましょう 

② 社会のバリアフリー化が進み、障がいのある人が一人で行きたいところに出かけるハ

ードルは低くなってきました。しかし、今も乗り越えなければならないバリアがあり

ます。どのような人たちに、どんなバリアがあるか。またその中で一番高いバリアは

何か話し合ってみましょう 

 



＊ 話し合いの最初か、最後に資料３を配って話し合いの手掛かりにしてもよいと思います 

＊ 一番高い壁は、「わたしには関係ない」という無関心、「障がい者なのに…」という無

理解、「わたしたちとは違う」いう誤った認識、人々が持つ差別意識など 

 

・活動３ わたしの周りを見つめてみましょう 

  

 

 

 

 

 ・活動４ ふりかえり（感想の記入） 

＊時間があれば、２つ、３つ参加者から発表してもらえればと思います。 

 

⑦ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の懇談会では、参加者のみなさんと共に「一人ひとりが安心・安全に生活できる地

域にするために」をテーマに「身の回りの差別を見抜き、差別をなくすために必要なこ

と、自分にできること」を考えてきました。 

身近な題材として車いすを使用する方を例として考えてきましたが、一人で行きたい

ところに行けない人はたくさんいました。たとえば部落差別によって教育の機会を奪わ

れ、駅名の文字が読めないために切符が買えなかったり、どの電車に乗ったらいいのか

わからなかったりして乗れなかった人たちです。 

わたしたちの社会は、そうした困りごとがある人たちへの支援を進めてきました。し

かし一方で、差別意識を払しょくできていない人たちの、「特別扱いだ」「我慢したらい

いのに」「人権、人権ってうるさく言うな」といった心ない声が当事者の人たちを苦しめ

ています。これは例にあげた障がいを持つ人たちだけに向けられたものだけではなく、

他の人権問題にも通じています。そして、同和地区やそこに住む人たちに向けられてい

る差別意識も全く一緒です。同和問題の解決はすべての差別問題の解決につながります。

無自覚、無関心、間違った意識、決めつけ、偏見、これらはすべて部落差別が今なお残る

原因となる意識です。これを乗り越えた先に、わたしたちの未来があります。今一度同和

問題を軸にあらゆる差別をなくす方法、システムを学んでいきましょう。 

 

 

 

① この４コマ漫画のように、人権が守られてきた社会になった例を、わたしたちの周り

や自分の経験の中から出し合って交流しましょう。 



 【資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３コマ目で車いすを使用する主人公が気

にしていることはどんなことでしょう。

思いつくものをあげてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４コママンガを見て気になったこと感じ

たことを書きましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４コマ目に「わがままなんかなあ」と

いう言葉があります。もし、あなたが

この言葉を聞いたら、その人にどう返

すでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 







ワークシート３「わたしには守りたい命がある」（６・７ページ） 

 

（１）はじめに 

 今日の懇談会のねらいの確認 

 

 

 

 

 

 

（２）懇談 

・活動１ ４コマ漫画から考える 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ・活動２ ＳＮＳの情報から考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は、参加者のみなさんと共に「『命を守る行動』をキーワードに、災害という非日

常の中で、わたしが直面する課題と解決のための行動」を考えていきます。 

今日の懇談会のねらいは、「自分や大切な人の命を守る行動を考え、実践につなげる」

ことをみなさんと一緒に話し合っていきます。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、プリント（資料１）を配ります。この４コマ漫画から考えてみましょう 

① 会話の韓国語、何を言っているのか、絵を手掛かりに想像してみましょう 

② 次のページ（１１ページ）に正解があります。確認しましょう 

③ 漫画の主人公のように、あなたが、言葉がわからない状況で直面する困りごとを話し

合いましょう 

④ 困りごとを解決するために取り組めること、必要なことを話し合いましょう 

次に、その調査結果（資料２）から考えましょう 

① ＳＮＳの２つの情報から感じたことや考えたことを話し合いましょう。 

② 自分の経験の中で似たようなことはなかったでしょうか？そのとき自分はどうし

ましたか？ 

③ こうした情報を受け取ったときに自分ができること、していきたいことを話し合い

ましょう 



・活動３ 差別と偏見を考える 

 

 

 

 

 

・活動４ ふりかえり（感想の記入） 

＊時間があれば、２つ、３つ参加者から発表してもらえればと思います。 

 

（３）まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしの周りに飛び交う数多くの情報。その中で、うわさや思い込みによる間違った

情報が正しいこととして広がり差別が生まれます。また、情報が正しくても、自分が持つ

偏見や差別意識がじゃまをして真実を見る力が鈍り、差別し続けるという例があとを絶

ちません。少し立ち止まって考えることができれば、おかしいと気づくことがたくさん

あるはずです。 

また、子どもたちは、家族など身近な人たちから入る情報は９７％の割合で信じると

いう結果が出ています。これはほとんどの子どもが親の言う情報を信じるということで

す。そうしたときに親が、「あそこは怖いところだから遊びに言ったらだめ」と子どもに

伝えたらどうでしょうか？何も知らない子どもたちは、『親が言うからよくわからないけ

どそうかな』と思うかもしれません。こうしてうわさがうわさを呼んで差別が広がって

いくのです。 

だから、町内学習懇談会などあらゆる機会を通して、正しく学び続けなければなりま

せん。豊かな感性を磨き、人権感覚をアップデートしていくことが大切ですね。 

本日はどうもありがとうございました。お気をつけてお帰りください。 

次に作文を配ります。それぞれで読んでください 

① 読んだ感想を話し合ってみましょう。 

② 自分も似たような経験はありませんでしたか？ そのときどう感じていました

か？ 










